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《知識、経験を活用した企業・企業グループ内での65歳までの雇用の確保》

　平成２５年４月から施行された改正高年齢者雇用安定法により、各企業は原則として６５歳までの高年
齢者雇用確保措置を講じることとなりました。
　少子高齢化により将来の労働力人口の減少が見込まれるなか、経済社会の支え手として企業で６０歳
以上の高齢従業員を積極的に活用することや、彼らがいきいきと働ける職場づくりの推進は喫緊の課題と
なっています。
　「企業における高齢者雇用の推進」に係る検討委員会においては、各企業が定年の引上げや継続雇
用制度の導入等により希望者全員６５歳までの雇用を確保するなかで、高齢従業員を単に人件費コスト
と考えるのではなく、人事管理（配置管理、賃金管理、教育訓練管理、労働条件管理それに、働きやすい
職場づくり等）の工夫にかかわる情報を得、それを各社の実情に即して実践することで、高齢従業員を企
業内でいかに戦力化し、併せて企業の活性化を図るか、といった観点から平易なヒント等を取りまとめまし
た。
　とりまとめに当たっては、厚生労働省と（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構が開催している「高年齢者
雇用開発コンテスト」で表彰された優れた取組事例を応募テーマ（制度面に関する改善、能力開発に関す
る改善、作業施設等の改善、ワークシェアリングなど）ごとに分類・整理し、各企業の高齢者雇用を進めるに当
たっての課題ごとに具体的な対策をわかりやすく記載しました。
　企業の経営者・人事労務担当者の方々がすぐに自社の取組における課題解決の一助として有用に使
えるようなものとして、今後の高齢者雇用の取り組みに活用いただきましたら幸いです。

平成２６年３月
「企業における高齢者雇用の推進」に係る検討委員会　委員長　藤村　博之

《「企業における高齢者雇用の推進」に係る検討委員会　委員》（５０音順）

内田　　　賢	 東京学芸大学　教育学部教授
榎田　　國男	 高年齢者雇用アドバイザー（千葉）
上林　千恵子	 法政大学　社会学部教授
齋藤　　敬徳	 高年齢者雇用アドバイザー（茨城）
清水　　和夫	 フジイコーポレーション株式会社総務部シニアアドバイザー
原　　　昌登	 成蹊大学　法学部教授
藤村　　博之	 法政大学経営大学院イノベーション･マネジメント研究科教授（委員長）
（高齢・障害・求職者雇用支援機構）
桑原　　幸治	 雇用推進・研究担当理事
河内　　哲郎	 雇用推進・研究部長
（厚生労働省（オブザーバー））
中山　　明広	 高齢・障害者雇用対策部　高齢者雇用対策課長
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《（本書の使い方）》
○　本書の構成
　高齢従業員を戦力化するための方策について、企業が直面すると思われる課題ごとに以下の構成と
しています。

・４～１７ページ

・１８～２５ページ

18

高齢者雇用先進的事例一覧(平成20～25年度　コンテスト事例)

（１）制度面に関する改善

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

運転手は定年後６７歳まで短距離運転手として嘱託再雇用 ２５ 大阪 一般貨物自動車運送業 ５９

定年後の賃金水準は役職手当を除いた水準にして日給単価設定 ２５ 長崎 食料品製造業 １９３

６５歳までの再雇用は嘱託社員と顧問契約の２本立てとし、それ
以降は請負契約の加工依頼も実施

２４ 京都 電気機械器具製造業 ６５

在職老齢年金受給者の年収を定年前並みにする賃金設定 ２３ 長野 製本業 １６８

フルタイム勤務で月給制の「準社員」と時給制の「パートタイ
ム」を高齢者が選択、在職老齢年金受給者の年収を定年前並みに
する賃金設定

２３ 新潟 一般機械器具製造業 １３４

定年７０歳、その後はやる気・能力・家族の理解を条件に９９歳
まで雇用

２３ 福井 食料品製造業 ３５

７０歳まで「社員」扱いで役職定年無し ２２ 茨城 材木・木製品製造業 ３４

６５歳以上は就業内容・勤務時間・在宅勤務を選択可能 ２２ 福岡 小売業 １６

７０歳への定年引き上げ時に退職金制度を廃して毎月の賃金を充
実

２２ 愛媛 道路旅客運送業 ７２

短時間勤務・軽作業への職種転換制度、３パターンの就業時間 ２１ 長野 食品製造業 ７５

７０歳定年まで定期昇給 ２１ 青森 医療業 １９

９９歳まで再雇用 ２１ 茨城 食料品製造業 ２７１

午前６時から正午までの早朝勤務を設定するなどフレキシブル勤
務体制用意

２１ 広島
食品製造和・洋菓子製
造販売業

３６

再雇用条件は「元気であること」 ２１ 三重 旅館業 １０４

在職老齢年金や高年齢雇用継続給付を勘案した賃金設定 ２０ 栃木 飲食料品小売業 ２４９

役職手当を支給 ２０ 山形 サービス業 １３５

就業規則で継続雇用後の上限年齢を定めず就業意欲重視 ２０ 愛媛 一般機械器具製造業 １５０

定年時賃金維持、役職手当・資格手当・賞与を支給 ２０ 岩手 印刷業 １８５

定年６０歳ながら役職は６５歳まで継続 ２０ 千葉 電気機械器具製造業 ４４

６０歳定年後はフルタイムである定常勤務とパートタイムの二本
立て

２０ 神奈川 食品製造・販売業 １２３
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　人事管理制度を改善することで高齢者がいきいきと働けるしくみを生み出すことができます。コンテスト

表彰企業で実践されている改善には以下のようなものがあります。

対策１．定年年齢や継続雇用上限年齢を延ばす

対策２．賃金を工夫する

対策３．役職制度を工夫する

対策４．社員資格を工夫する

対策５．勤務時間を工夫する

対策６．評価制度を工夫する

対策１．定年年齢や継続雇用上限年齢を延ばす

　高齢者の意欲を高める方法としてまずあげられるのは定年延長や継続雇用年齢の引き上げです。年金支給

開始年齢まで延ばすだけではなく、生涯現役社会を先取りして６５歳以降の戦力化も視野に入れた長期的な

取り組みを早めに行なうことが肝要です。

・就業規則で継続雇用後の上限年齢を定めず就業意欲を重視（機械製造、１５０名）

・定年後はやる気・能力・家族の理解を条件に９９歳まで（食品製造、３５名）

・就業規則に９９歳まで再雇用と明記（食品製造、２７１名）

・再雇用条件は「元気であること」（旅館、１０４名）

・申し出のない限り継続雇用を実施し７８歳が最高齢者（食品製造、１３２名）

対策２．賃金を工夫する

　働く人々にとって賃金は非常に重要なものですが、定年後の継続雇用など６０歳以降は処遇が大幅に変わ

ることも多いため、高齢者には特に不安があります。一人ひとりの総収入（賃金プラス公的給付）に配慮し

た賃金決定方法にするなど、定年前後の所得水準をできるだけ激変させない工夫が望ましいでしょう。

・７０歳定年まで定期昇給（医療、１９名）

・７０歳定年引き上げ時に退職金制度を廃して賃金を充実（タクシー、７２名）

・定年後基本給は年金や健康状態を勘案して決定（小売業、２５９名）

・在職老齢年金や高年齢雇用継続給付を勘案した賃金設定（食品製造、２４９名）

・在職老齢年金受給者の年収を定年前並みにする賃金設定（製本業、１６８名）

・定年後賃金水準は役職手当を除く水準で日給単価設定（食品製造、１９３名）

高齢者を戦力化する制度を作るには？（制度面に関する改善）Ⅰ 【直面する課題】
目次から簡単に検索できます

【各種対策の具体的説明】
対策を実施する理由や実施する

上で工夫するポイント

【実際に取り組んだ企業の情報】
高齢者雇用の先進企業の取組内容

　・事例(箇条書き)
　・業種
　・従業員数

【巻末資料】
高齢者雇用の先進企業の事例を

一覧にしています
本書を利用する企業の業種や規模に即

した事例を探すことができます

＝＝ さらに ＝＝
高齢者のための改善事例をＷｅｂ

でご覧いただけます

高年齢者雇用開発コンテスト企業事例情報提供システム
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/contest.htm
高年齢者雇用開発コンテスト受賞企業の事例をデータベース化して検索できるようにしたシステ
ムです。
Web上で公開する当報告書の巻末資料は、この情報提供システムの該当部分にリンクしています。

【課題に対する対策】
箇条書きでポイントを示します
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　人事管理制度を改善することで高齢者がいきいきと働けるしくみを生み出すことができます。コン
テスト表彰企業で実践されている改善には以下のようなものがあります。

対策１．定年年齢や継続雇用上限年齢を延ばす

対策２．賃金を工夫する

対策３．役職制度を工夫する

対策４．社員資格を工夫する

対策５．勤務時間を工夫する

対策６．評価制度を工夫する

対策１．定年年齢や継続雇用上限年齢を延ばす

　高齢者の意欲を高める方法としてまずあげられるのは定年延長や継続雇用年齢の引き上げです。年
金支給開始年齢まで延ばすだけではなく、生涯現役社会を先取りして６５歳以降の戦力化も視野に入
れた長期的な取り組みを早めに行なうことが肝要です。

・就業規則で継続雇用後の上限年齢を定めず就業意欲を重視（機械製造、１５０名）
・定年後はやる気・能力・家族の理解を条件に９９歳まで（食品製造、３５名）
・就業規則に９９歳まで再雇用と明記（食品製造、２７１名）
・再雇用条件は「元気であること」（旅館、１０４名）
・申し出のない限り継続雇用を実施し７８歳が最高齢者（食品製造、１３２名）

対策２．賃金を工夫する

　働く人々にとって賃金は非常に重要なものですが、定年後の継続雇用など６０歳以降は処遇が大幅
に変わることも多いため、高齢者には特に不安があります。一人ひとりの総収入（賃金プラス公的給
付）に配慮した賃金決定方法にするなど、定年前後の所得水準をできるだけ激変させない工夫が望ま
しいでしょう。

・７０歳定年まで定期昇給（医療、１９名）
・７０歳定年引き上げ時に退職金制度を廃して賃金を充実（タクシー、７２名）
・定年後基本給は年金や健康状態を勘案して決定（小売業、２５９名）
・在職老齢年金や高年齢雇用継続給付を勘案した賃金設定（食品製造、２４９名）
・在職老齢年金受給者の年収を定年前並みにする賃金設定（製本業、１６８名）
・定年後賃金水準は役職手当を除く水準で日給単価設定（食品製造、１９３名）

高齢者を戦力化する制度を作るには？（制度面に関する改善）Ⅰ
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対策３．役職制度を工夫する

　一般的には定年前または定年時に役職を離脱しますが、余人をもって代えがたい人材は正社員・嘱
託社員に関わらず高年齢期もそのまま役職に就けて能力を発揮してもらうことも効果的です。

・定年６０歳ながら役職は６５歳まで継続（電気器具製造、４４名）
・７０歳まで「社員」扱いで役職定年無し（木製品製造、３４名）
・定年後も役職手当を支給（給食、１４５名）
・定年時の賃金を維持して役職手当・資格手当・賞与も支給（印刷、１８２名）
・マイスター制度（マイスターバッチ着用・手当支給）（車体製造、６８名）

対策４．社員資格を工夫する

　高年齢者は今まで通りのフルタイム勤務を望むとは限りません。地域活動や趣味、また通院などで
パートタイム勤務を希望する者も多くなります。そこで多様な働き方に対応した正社員以外の多様な
社員資格を設けます。

・６０歳定年後はフルタイムとパートタイムの二本立て（食品製造、１２３名）
・フルタイム（準社員）と時給制パートタイムを選択可（機械製造、１３４名）
・７０歳以降は「アルバイト」として雇用（小売業、２５９名）
・６５歳までの再雇用は嘱託職員と顧問契約の２本立て（電気器具製造、６５名）

対策５．勤務時間を工夫する

　多様な働き方を勤務時間の観点から工夫します。午前と午後、または早朝深夜など高年齢者が働き
やすい時間帯を勤務時間とします。なお、在宅勤務も検討の価値があります。

・短時間勤務・軽作業職種転換制度、３パターンの就業時間（食品製造、７５名）
・朝６時～正午までの早朝勤務等フレキシブル勤務体制（食品製造、３６名）
・後継指導専任の高齢者は週１日勤務（機械製造、７７名）
・６５歳以上は就業内容・勤務時間・在宅勤務を選択可能（小売業、１６名）
・６５歳以降は自宅で出来る加工作業を委託（電気器具製造、６５名）

対策６．評価制度を工夫する

　多くの企業では継続雇用高齢者に対する人事考課を行わず、一律または年金収入を加味した賃金と
していますが、高齢者に対しても人事考課を行い、彼らの頑張りをしっかり評価して処遇に反映させ
る企業もあります。継続雇用であっても経験豊かな高齢者に今までと変わらぬ貢献を期待しているた
めです。

・嘱託社員を年一回人事評価（小売業、２５９名）
・６０歳以降の準社員は年２回人事考課（福祉、７０名）
・目指すべき職務行動を格付けした「キャリア段位」で評価（福祉、１６３名）
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　知識や技能、経験が豊富な高齢者は若年者や中堅社員のお手本になる人材であり、彼らの持つ豊富
な財産を次世代に引き継がせるための技能伝承の仕組み作りが必要です。一方、高齢者自身も６０歳
以降の活躍のためには新たな技能を身につけることが求められます。たとえ従来と同じ仕事を続ける
にしても設備や技術が変わることがあるからです。それだけではありません。高齢者が次世代の師と
して後継者育成に活躍するためには教え方を体得する必要があります。このように能力開発の側面で
は次世代を担う人材の能力開発に加え、高齢者自身の能力開発も必要となります。

対策１．高齢者と若年・中堅社員をペアにする

対策２．高齢者が道場を開く

対策３．高齢者の技をマニュアル化する

対策４．高齢者に技能伝承の方法を学ばせる

対策５．高齢者自身も新たな能力を身につける

対策１．高齢者と若年・中堅社員をペアにする

　経験豊かな高齢者を若年者や中堅とペアにして技能伝承を進めます。高齢者と若年・中堅社員がい
つも行動を共にする方法もありますが、普段は別々に仕事をしながらも、必要な時に教えてもらえる
相手を決めておく方法もあります。

・型抜き・和とじ製本等「オンリーワン技術伝承」のペア就労（印刷、１８２名） 
・多能工化に向けたベテランによる若年者指導（アパレル、１６１名）
・経験に基づくカンが必要な検品作業のペア就労（食品製造、６６名）
・「やって見せる」ペア就労（食品製造、２７１名）
・食事部屋出しの立ち振る舞い等をＯＪＴするペア就労（旅館、１０４名）
・高齢有資格者とのペア就労（娯楽サービス、６４名）
・高齢嘱託社員が現役社員の仕入れに同行して指導（小売業、２５９名）
・マニュアル化困難な食品製造時は高年齢技能者とペア就労（食品製造、３５名） 
・高齢者・若年者・障害者で作業グループを組織（紙製品製造、３８名）
・指導を仰げる師を決め必要時に出向いて助言を受ける（機械器具製造、１１４名） 
・「一人仕事」でも高齢者の後ろに若年者を配置（金属製品製造、４３名）

高齢者を技能伝承の担い手にするには？（能力開発に関する改善）Ⅱ
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対策２．高齢者が道場を開く

　高齢者を先生として塾や道場を開きます。上記のペア就労と違い、集合教育で技能伝承を行なう方
式です。高齢者の名前を冠した○○塾や○○道場を開く会社もあります。

・「ものづくり道場」（機械製造、１３４名）
・高齢者が講師の社内勉強会「漬物大学」（食品製造、１０７名）
・高齢者の名を冠した○○塾で車両整備の技能継承教育（運輸、１３７名）
・退職者と顧問契約し高精度プレス技術教育実施（金属製品製造、１０９名）

対策３．高齢者の技をマニュアル化する

　高齢者の技術や技能をマニュアル化して会社の財産として残すことも必要です。文章化しにくい場
合は動画で作るのも効果的です。

・マニュアル化、年間教育計画、職場単位の教育訓練（給食、２４９名）
・２４時間担当者を要する作業のマニュアル作成で要員育成（食品製造、７５名）
・ベテラン高齢者の作業を動画でマニュアル化（アパレル、１６１名）
・高齢者の技能を元にした「包丁マイスター制度」（評価基準作り）（給食、１４５名）

対策４．高齢者に技能伝承の方法を学ばせる

　いかに高度な熟練技能を持った高齢者でも、「教え方」を身につけていないと技能伝承が進みませ
ん。また先生役の高齢者間の指導力を揃え、どの先生に師事しても必要な技能や経験が同じレベルで
学べるよう工夫が必要です。

・高齢者の指導力のバラツキを考慮したマニュアル整備による指導（福祉、７０名）

対策５．高齢者自身も新たな能力を身につける

　高齢者がそれまでと変わらぬ同じ職場で働く場合は技術革新などの環境変化に対応できるように再
教育が必要かもしれません。また高齢者を配置転換して活用したり、新たに採用して活躍してもらう
場合は職場環境の変化への対応を促す必要があります。いずれにせよ高齢者の特性を勘案しなければ
なりません。

・新規業務への高齢者起用では長めの研修期間設定（サッシ製造、２２名）
・会社方針に沿った育成のため業界未経験高齢者を採用（タクシー、７２名）
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　経験豊かな高齢者は会社にとって貴重な存在ですが、彼らが６０歳を超えてもこれまでと変わらぬ
戦力であり続けるには企業としての工夫も求められます。高齢者にとって体力の低下などさまざまな
身体機能の低下は個人差があるものの避けては通れぬものであり、そのような低下を補いながら、こ
れまでと変わらぬ成果を出してもらうよう、設備改善等の取り組みが必要です。これらの取り組みは
労働安全の観点からも大変重要です。

対策１．体力負担を減らす

対策２．視力・聴力低下を補う

対策３．作業スピードを調整する

対策４．バリアフリーにする

対策５．危険を回避する

対策６．設備のレイアウトを変える

対策７．休憩室を工夫する

対策８．快適な温度にする

対策１．体力負担を減らす

　コンテスト表彰企業が重視しているのは高齢者の肉体的負担を軽減する工夫です。重い物を持つな
どの負担はその時その時の仕事の能率を低下させるだけではなく、翌日に疲労が残る、注意力が低下
する、など安全面でも問題が生じるからです。

◎重量物の小型軽量化
・コンテナ小型化による重量物運搬軽減（金属製品製造、１０９名）
・高齢者には３０キロ以上のものを持たせない規定（電気器具製造、６５名）

◎運搬の機械化・自動化
・重量物持ち運びの機械化（食品製造、１２３名）
・印刷機への紙積み作業の機械化による腰への負担軽減（印刷、１８２名）
・漬物石持ち運びの代わりにプレス機導入（食品製造、３２８名）
・印刷物上げ下ろし作業のために低位置昇降テーブル設置（印刷、１８２名）
・コンベア、フォークリフトによる重量物運搬（食品製造、６６名）
・コンベア利用による金属スクラップ運搬（金属製品製造、１０９名）
・重量物運搬対応の電動リフト（製本業、１６８名）
・荷台専用リフトの設置（小売業、２５９名）
・運搬用機械導入による重量物運搬の改善（ポリ袋製造、６８名）
・電動キャタピラーの原木運搬機導入で作業負荷軽減（食品製造、１９３名）
・漬物樽を台車付き角槽に変更（食品製造、７５名）
・整理棚にキャスター取り付け（車体製造、６８名）
・作業負担軽減のためのトレー専用台車導入（食品製造、５０名）

高齢者にやさしい作業環境を作るには？（作業施設等の改善）Ⅲ
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・一斗缶入り調味料を直接持たず専用台に乗せ他容器へ注入（食品製造、７５名）
・ローラーレール設置による重量物移動時の負担軽減（食品製造、３２８名）

◎力のいる作業の機械化
・手や指に負担のかかる組み線結束の機械化（電気器具製造、４４名）
・握力が必要なおにぎり成形・肉巻き工程の機械化（食品製造、５０名）
・台車ゴム製車輪を動き出し容易な樹脂製へ転換（食品製造、１２３名）

◎移動距離の短縮
・中央監視室での集中管理システムで機械室往復が減少（娯楽サービス、６４名）
・５Ｓ活動により減った無駄な動きが高齢者の負担を軽減（福祉、５８名）
・他の階への運搬歩行軽減のために大型エレベーター設置（紙製品製造、３８名）
・流し営業に変えて待機場所設置による負担軽減（タクシー、７２名）

◎通勤距離の短縮
・高齢者は通勤時間の短い勤務地に配置（給食、１４５名）
・ＣＡＤ図面作製者は在宅勤務（機械製造、４６名）

◎設備の調整
・従業員の体格を考慮した高さや奥行きの作業設備（給食、１４５名）
・高齢事務職員座席の背もたれを高さ調節容易なものへ変更（印刷、１８２名）
・低い姿勢での作業の代わりに車体をリフトで持ち上げ（車体製造、６８名）
・食器棚の高さ統一（飲食業、５３名）
・立ち作業から座り作業への変更（サッシ製造、２２名）
・作業用いすを作業者自身が使いやすいように自作（金属製品製造、４３名）

対策２．視力・聴力低下を補う

　体力と並んで視力や聴力低下への対策も重要です。「見る」や「聞く」は日常作業に欠かせない要
素です。これらの負担を取り除く工夫は簡単に行えます。

◎文字の大型化・ゴシック化
・顧客の協力のもとで図面の字を大型化（機械製造、４６名）
・マニュアル文書の文字サイズ大型化とゴシック化（印刷、１８２名）
・作業手順書（製作伝票）の文字大型化（サッシ製造、２２名）
・個数計測器や重量計測器のデジタル式表示（食品製造、６６名）

◎照明の照度向上
・印刷物検査用色見台の照度向上（印刷、１８２名）
・移動式照明器具導入による印刷エラー発見容易化（印刷、１８２名）
・補助ライト設置による目の負担軽減と作業ミス減少（電気器具製造、４４名）
・作業机のすぐ上に照明増設（機械器具製造、４２名）
・天井ぶら下げ式の照明（食品製造、１３２名）
・照明の照度アップ（機械製造、１３４名）
・照明増設（サッシ製造、２２名）
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・工場内照明の照度改善（食品製造、６８名）
◎色を使った識別

・色別シールによる識別（金属製品製造、１０９名）
・備品や工具類を色分け塗装し識別容易化（サッシ製造、２２名）

◎目視作業の軽減
・自動精算機設置で少人数の高年齢者で作業可能（娯楽サービス、９６名）
・手作業・目視が必要な炭火焼の機械化（食品製造、５０名）

◎大音量化
・チャイムの大音量化（神奈川、サッシ製造、２２名）

対策３．作業スピードを調整する

　高齢者の作業スピードは若年・中堅者に比べて低下する傾向があります。その対策として作業ス
ピードを落としたラインや、高齢者本人に作業をすべて任せ、その間の計画やペース配分を自分で調
整してもらう方法があります。

・作業スピード低下に対処する自動化機械自社開発（食品製造、３２８名）
・２０パーセントスピードダウンした高齢者専用ライン（食品製造、２４４名）
・一人屋台生産方式と自分で立てる生産計画（電気器具製造、６５名）
・要注意作業を長時間させず短時間化（サッシ製造、２２名）
・瞬時の判断が必要な作業の廃止（サッシ製造、２２名）

対策４．バリアフリーにする

　高齢者は若年・中堅者に比べ歩行時の足の上げ方が低くなりがちです。そこで床の配線や材料、段
差につまずく可能性が高くなります。足元の危険や負担を取り除くバリアフリーが必要になります。

・搬送車の高さに合わせた床面（食品製造、２４９名）
・バリアフリー化、動線を一方向化（医療、１９名）
・工場内段差のフラット化（木製品製造、３４名）
・床のフラット化（飲食業、５３名）
・床面バリアフリー（食品製造、５０名）
・工場床のフルフラット化（機械製造、１３４名）
・コード類を床からなくしてバリアフリー化（サッシ製造、２２名）
・バリアフリーと余裕を持った動線の確保（食品製造、１１４名）
・床面配線の上部への移動によるバリアフリー（金属製品製造、４３名）
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対策５．危険を回避する

　バリアフリーに見られる床のフラット化とともに、床を滑らなくする工夫も必要です。高齢者だけ
ではなく働く人すべての安全を守ります。

・床のドライ化（食品製造、２４９名）
・加工油補充をパイプライン化し油汚れでの滑り防止（金属製品製造、１０９名）
・転倒防止策としてゴムマット敷（食品製造、１３２名）
・滑りにくい塗料による床の再塗装（サッシ製造、２２名）
・荷物とともに移動するクレーンから無線操作方式への転換（機械製造、４６名）

対策６．設備のレイアウトを変える

　設備の配置やレイアウトを変えることでも高齢者に優しい職場となります。
・縦方向流れ作業を一部横向きに変え前後工程が把握容易（アパレル、１６１名）
・フロントと客室を同じフロアにし階段登り降りを軽減（娯楽サービス、９６名）
・各階に温蔵庫と冷蔵庫を設置し厨房との行き来を軽減（旅館、１０４名）
・食器棚の高さ統一、厨房のワイド化（ロッカー移転）（飲食業、５３名）
・２階の商品保管庫の一部を１階に移設（小売業、２５９名）
・設備レイアウトと動線の見直し（金属製品製造、４３名）

対策７．休憩室を工夫する

　休憩室の見直しも高年齢者の負担軽減に効果を発揮します。
・休憩室兼商談室設置（小売業、１６名）
・休憩室フロア化とリクライニングシート設置（金属製品製造、４３名）
・和室休憩室設置（石川、食品製造、２４４名）

対策８．快適な温度にする

　職場の温度管理も大切です。高齢者にとって高温や低温での作業は若年・中堅者以上に負担が掛か
ります。

・各工程を隔壁で仕切り室温管理徹底（食品製造、２４９名）
・高温作業者向けにスポットクーラー設置と冷却ベスト支給（食品製造、１２３名）
・大型エアコン・暖房器設置（機械器具製造、４２名）
・各所に冷暖房（食品製造、１３２名）
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　高齢者の中には体力低下などさまざまな理由で今まで任されてきた仕事を続けるのが難しい場合が
あります。そこで高齢者が働ける場を新たに創造している企業があります。また、社会的貢献も兼ね
地域活性化や高齢者活用を充実させるために高齢者を活かせる場を創出している事例があります。

対策１．事業を多角化する

対策２．既存事業を拡大する

対策３．同じ仕事を高齢者と現役＊で分業する

対策４．仕事を分割して高齢者に任せる

対策５．高齢者に合った新しい仕事をつくる

対策１．事業を多角化する

　既存事業に加え、事業を多角化して高齢者が働ける場を新たに作ります。取引先の意向など常にア
ンテナを巡らし、自社で無理なく新たに出来る事業を生み出します。

・新設の通信販売・宅配部門で高齢者は自分のペースで仕事（食品製造、６６名）
・商店街活性化支援のために鮮魚店を開設し高齢者が担当（飲食業、５３名）
・ペットフード商品保管に加え請け負った箱詰めも高齢者が担当（運輸、５７名）
・重いサッシ製造から新設の照明器具製造に高齢者を異動（サッシ製造、２２名）

対策２．既存事業を拡大する

　従来高齢者に任せてきた仕事の量を増やし、高齢者雇用を充実させます。自社の従業員年齢構成か
ら将来的に高齢者が増加することが見込まれる場合、早目に布石を打っておくと効果的です。

・駐車場や宿泊施設等の店舗増で高齢者雇用の場を拡大（娯楽サービス、９６名）

対策３．同じ仕事を高齢者と現役＊で分業する

　若年・中堅社員も高齢社員も同じ仕事を担当する時に、その仕事の中で分業する方法です。負荷の
かからない部分や早朝・夜間の仕事を高齢者が担当するなどの工夫を行ないます。

・重量物を扱わない配送を高齢者が担当（食品製造、２４９名）
・機械化困難な手作業を工場で内職する高齢者に委託（製本業、１６８名）
・高齢ドライバーを大型トレーラーの先導車運転手として活用（運輸、５９名）
・高齢ドライバーを取引先に車を取りに行く自走員に活用（運輸、５９名）
・運転手から夜間の運行管理業務者に配置転換し負担軽減（運輸、１３７名）
・夜間店舗責任者である「ナイトマネージャー」の創設（小売業、２５９名）
・グループ会社に転籍し夜間警備職として勤務（運輸、１３７名）
・高齢者は３交替勤務から昼間勤務へ（食品製造、６６名）
・正社員はフェアウエイを管理しパートはバンカー管理（ゴルフ場、６０名）

＊若年・中堅社員

高齢者が活躍できる場を作るには？（新職場・職務の創出等）Ⅳ
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対策４．仕事を分割して高齢者に任せる

　従来一人で担当していた仕事を現役（若手・中堅社員）担当部分と高齢者担当部分に分ける方法で
す。現役社員は余裕ができ、一方、高齢社員は負担が軽くなるだけではなく、彼らの持つ丁寧さやき
め細かさなど適性に合った仕事ができます。

・介護職員が兼務する送迎をパート職員に任せサービス向上（福祉、１６３名）
・レジ周辺軽作業・接客担当の「お客様サービス係」を創設（小売業、２５９名）

対策５．高齢者に合った新しい仕事をつくる

　高齢者の適性を考え、新たな仕事を会社のなかに作ります。
・工場見学やインターンシップ担当に高齢者を起用（食品製造、１０７名）
・妊産婦のよろず相談窓口を設置し７０歳代助産婦を異動（医療、５０名）
・野菜くず脱水機導入で操作・分解業務は高齢者担当（食品製造、７５名）
・給食業務廃止時に担当者を新設の待合室患者フォローに配置（医療、１９名）
・旅館隣接の土地での米や旬の食材の栽培を高齢者が担当（旅館、１０４名）
・パート営業従業員を直行・直帰可能な在宅勤務の契約社員に（小売業、１６名）
・駐車場管理業務に高齢者起用（娯楽サービス、６４名）
・歴史資料館案内役に高齢者を起用（機械製造、１３４名）
・高齢者をプレーイングマネージャー（嘱託課長）に任命（食品製造、２７１名）
・機械メーカーからの再雇用者をエンジニアリング部に配属（繊維、３０名）
・作業ライン職制の「シニアアドバイザー制度」導入（機械製造、１３４名）
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　高齢者の望む働き方は多様です。フルタイムを望む人がいる一方で、午前や午後だけ、または１週
間のうち数日間だけ働き、残りの時間は家族の世話や趣味、また地域の活動に充てたいと考える人た
ちもいます。健康の問題も増えるため、通院等で時間を取りたい人もいます。高齢者の望む働き方に
配慮する必要があります。コンテスト表彰企業では高齢者間でのワークシェアリングによってこの問
題を解決している例が多く見受けられます。

対策１．働く時間をシェアする

対策２．働く場所をシェアする

対策３．仕事の中身をシェアする

対策１．働く時間をシェアする

　コンテスト表彰企業では高齢者の希望に応じて多様な勤務形態を用意しています。もちろんこれら
の制度の導入にあたっては、会社の業務量や従業員・高齢者間での調整が必要です。

・フルタイムから２時間程度まで多様な勤務時間帯用意（食品製造、２４９名）
・フルタイム勤務や短時間・短日数勤務の選択は本人次第（食品製造、５０名）
・６０種類以上のシフトを設けた「ワークシェアリング制度」（旅館、１０４名）
・勤務日数や勤務時間選択可能な勤務制度（食品製造、１０７名）
・短時間勤務や隔日勤務導入（サッシ製造、２２名）
・フルタイム・半日勤務・隔日勤務でワークシェア（紙製品製造、３８名）
・多様な勤務形態導入（小売業、２５９名）
・短時間勤務制（食品製造、２４４名）
・通院を考慮した短時間勤務、閑散期は短縮勤務（食品製造、１３２名）
・本人の要請に応じた労働時間短縮（福祉、７０名）
・ライフスタイルと希望時間に応じた出勤体制（食品製造、６８名）
・希望に合わせた勤務シフト（食品製造、２４９名）
・就業時間帯を高齢従業員ごとに設定（娯楽サービス、６４名）
・個別に勤務時間設定（医療、１９名）
・本人の希望と会社の業務量を勘案した勤務時間設定（機械部品製造、７７名）
・就労可能時間を把握した「時差出勤勤務表」を作成（食品製造、３５名）
・職場グループ内での勤務シフト決定（給食、１４５名）
・シフト管理は交代でローテーション（飲食業、５３名）
・子育て従業員を補完して高年齢パートが朝や夕方に勤務（食品製造、２４９名）

高齢者間で分業するには？（ワークシェアリング等）Ⅴ
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対策２．働く場所をシェアする

　勤務時間のシェアに関連しますが、職場が数多くある場合は高齢者の希望を受け入れようとしても
代わりに仕事に就く者がいなければなりません。そこで職場間での人のやり繰りが考えられます。

・人員が不足した勤務地へ他所から臨時に派遣（娯楽サービス、９６名）

対策３．仕事の中身をシェアする

　従来から高齢者が中心になって行っていた仕事でも、彼らの負担感をよりいっそう軽減するために
高齢者の人数を増やして対応します。

・夜間運行管理業務を高齢者２人から３人体制に変更（運輸、１３７名）

《高年齢者雇用開発コンテスト》
　厚生労働省と共催により、職場の改善や職務・職域の拡大・創出により、高年齢者が能
力を十分に発揮していきいきと働くことができる職場環境を実現するために、企業が行っ
た創意工夫の事例及び生涯現役で働く高年齢者の先進事例の募集を行い、優秀事例を
表彰しています。
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高齢者の健康と安全を守るには？（健康管理・安全衛生）Ⅵ

　高齢者は若年・中堅者に比べると健康上の問題が生じやすくなります。また知覚能力が低下するこ
ともあり、安全上の対策を強化する必要があります。

対策１．健康状態を常に把握する

対策２．仕事の負担を軽くする

対策３．休憩室を整備する

対策４．バリアフリーで転倒事故を防ぐ

対策５．さまざまな方法で安全に向け注意喚起する

対策１．健康状態を常に把握する

　高齢者の健康を保つ方策として朝礼を活用します。常日頃から高齢者を見守ることで顔色や言動な
ど彼らの心身の健康状態の変化を早期に把握できます。

・部署単位朝礼で顔合わせし顔色を見る（食品製造、１２３名）
・自分の存在意義に悩む高齢者への声掛け（菓子製造、３６名）

対策２．仕事の負担を軽くする

　仕事や作業のなかで負担の大きい仕事を最後に置かないような配慮も必要です。作業順序の入れ替
えも考えられます。

・乗務終了後の洗車を次の担当ドライバーが実施（タクシー、７２名）

対策３．休憩室を整備する

　休憩所や休憩室のちょっとした工夫や改善が高齢者の負担軽減におおいに役立ちます。
・休憩室は畳敷きで昼寝可能（給食、１４５名）
・休憩室に床暖房と畳（食品製造、７５名）
・休憩室に畳（製本業、１６８名）
・休憩室と長距離通勤者用の宿泊室（和室と洋室）設置（車体製造、６８名）
・会社併設の柔道場を休憩室に提供して昼寝も可（紙製品製造、３８名）
・夜間勤務者用仮眠室の設置（娯楽サービス、９６名）
・多目的ルームとゴルフ練習場設置（機械器具製造、４２名）

対策４．バリアフリーで転倒事故を防ぐ

　高齢者の安全を守るため、職場から災害を招きそうなものを取り除くか遠ざけます。
・躓

つまづ

かないように工具類は吊り下げ式で保管（機械製造、１３４名）

対策５．さまざまな方法で安全に向け注意喚起する

　労働安全同様、日常からデータを収集した上で注意喚起を行ない、「ヒヤリハット」や事故の未然
防止に努めます。

・事故発生率の高い時間帯に構内放送で注意喚起（食品製造、１９３名）
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高齢者と障害者が共存する職場を作るには？
（高齢者と障害者がともに働きやすい職場）Ⅶ

　高齢者だけではなく障害者もいきいき働ける企業を目指し、コンテスト表彰企業ではさまざまな取
り組みを行なっています。障害者雇用を促進するためには職場経験だけではなく人生経験も豊富な高
齢者が適任です。

対策１．高齢者を障害者の先生に、障害者を高齢者の先生にする

対策２．環境を整えて高齢者も障害者も働きやすくする

対策３．会社全体に高齢者・障害者雇用を啓蒙する

対策１．高齢者を障害者の先生に、障害者を高齢者の先生にする

　障害者を受け入れている職場では高齢者が仕事の指導だけではなく生活面の指導も行うことで、障
害者の職場定着に効果を発揮しています。しかしながら障害者は単に高齢者に指導援助を受けるだけ
の存在ではありません。ある作業に習熟した障害者が、高齢者をはじめとする他者を指導する立場に
立つことも十分にありえます。

・高齢者が障害者の指導援助役（食品製造、２４９名）
・高齢ライン管理者の下に障害者を配置し作業をサポート（食品製造、２７１名）
・高齢者が障害者の職業指導と生活指導を担当（食品製造、１０７名）
・ぺレット識別能力の高い障害者が高齢者を指導（ポリ袋製造、６８名）

対策２．環境を整えて高齢者も障害者も働きやすくする

　職場環境を整えることは高齢者だけではなく障害者にとっても働きやすい職場となり、若年・中堅
社員も含めたモラール（やる気）アップにつながります。

・聴覚障害者に対応するため注意喚起の黄色の回転灯設置（食品製造、１３２名）
・設備改善で高齢者や障害者の作業時の移動が容易（電子部品製造、５８名）

対策３．会社全体に高齢者・障害者雇用を啓蒙する

　高齢者も障害者も働きやすい環境にするには単に職場や設備の環境を良くするだけではなく、働く
人々の一人ひとりが高齢者や障害者への理解を深め、多様な人々が一緒に働くのを当たり前と考える
気風が企業風土となっていることが理想的です。

・高齢者も障害者も一緒に働くことが当たり前の職場風土（食品製造、３６名）
・障害のある運転手の荷物の積み降ろしは他の従業員が協力（運輸、５９名）
・健常者採用時に障害者と働くことが出来る人材か確認（木製品製造、３４名）
・管理職研修で高齢者・障害者雇用は社会的使命と啓蒙（食品製造、２４４名）
・「サンプル室」が障害者雇用の重点職場（石川、食品製造、２４４名）
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高齢者雇用先進事例一覧(平成20～25年度　コンテスト事例)

（１）制度面に関する改善

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

運転手は定年後６７歳まで短距離運転手として嘱託再雇用 ２５ 大阪 一般貨物自動車運送業 ５９

定年後の賃金水準は役職手当を除いた水準にして日給単価設定 ２５ 長崎 食料品製造業 １９３

６５歳までの再雇用は嘱託社員と顧問契約の２本立てとし、それ
以降は請負契約の加工依頼も実施

２４ 京都 電気機械器具製造業 ６５

在職老齢年金受給者の年収を定年前並みにする賃金設定 ２３ 長野 製本業 １６８

フルタイム勤務で月給制の「準社員」と時給制の「パートタイ
ム」を高齢者が選択、在職老齢年金受給者の年収を定年前並みに
する賃金設定

２３ 新潟 一般機械器具製造業 １３４

定年７０歳、その後はやる気・能力・家族の理解を条件に９９歳
まで雇用

２３ 福井 食料品製造業 ３５

７０歳まで「社員」扱いで役職定年無し ２２ 茨城 材木・木製品製造業 ３４

６５歳以上は就業内容・勤務時間・在宅勤務を選択可能 ２２ 福岡 小売業 １６

７０歳への定年引き上げ時に退職金制度を廃して毎月の賃金を充
実

２２ 愛媛 道路旅客運送業 ７２

短時間勤務・軽作業への職種転換制度、３パターンの就業時間 ２１ 長野 食品製造業 ７５

７０歳定年まで定期昇給 ２１ 青森 医療業 １９

９９歳まで再雇用 ２１ 茨城 食料品製造業 ２７１

午前６時から正午までの早朝勤務を設定するなどフレキシブル勤
務体制用意

２１ 広島
食品製造和・洋菓子製
造販売業

３６

再雇用条件は「元気であること」 ２１ 三重 旅館業 １０４

在職老齢年金や高年齢雇用継続給付を勘案した賃金設定 ２０ 栃木 飲食料品小売業 ２４９

役職手当を支給 ２０ 山形 サービス業 １３５

就業規則で継続雇用後の上限年齢を定めず就業意欲重視 ２０ 愛媛 一般機械器具製造業 １５０

定年時賃金維持、役職手当・資格手当・賞与を支給 ２０ 岩手 印刷業 １８５

定年６０歳ながら役職は６５歳まで継続 ２０ 千葉 電気機械器具製造業 ４４

６０歳定年後はフルタイムである定常勤務とパートタイムの二本
立て

２０ 神奈川 食品製造・販売業 １２３

　　下線部分が情報提供システムの該当部分にリンクしています。

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2012101302.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100301.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jg_20101001.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2009100502.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2009100101.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100401.htm
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資
　
料

（２）能力開発に関する改善

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

目指すべき職務行動を格付けした「キャリア段位」で評価 ２５ 愛知 福祉サービス業 １６３

高齢者・若年者・障害者をチームとした作業グループを組織 ２５ 愛媛 紙製品加工業 ３８

高齢者の名を冠した○○塾で技能継承教育 ２５ 福岡 一般貨物運送事業 １３７

指導を仰げる師を決めておき、必要があれば出向いて助言を受け
るしくみ

２４ 愛媛 機械器具製造業 １１４

「一人仕事」でも高齢者の後ろに若年者配置 ２４ 新潟 刃物製造業 ４３ 

教師役の高齢者の指導力バラツキを考慮したマニュアル整備によ
る指導

24 福岡 社会福祉事業 ７０

工場見学やインターンシップ受け入れ担当として高齢者を起用、
ペア就労、高齢者が講師の社内勉強会「漬物大学」

２３ 広島 食料品製造業 １０７

「ものづくり道場」 ２３ 新潟 一般機械器具製造業 １３４

高齢嘱託社員の現役社員へのＯＪＴによる同行指導 ２３ 佐賀
小売業・スーパーマー
ケット

259

新規業務への高齢者起用のための研修で長めの期間設定 ２３ 神奈川 金属製品製造業 ２２

マニュアル化していない食品製造時に高技能者とのペア就労 ２３ 福井 食料品製造業 ３５

高齢有資格者とのペア就労 ２２ 愛媛 娯楽サービス業 ６４

会社方針に沿った育成のための業界未経験高齢者の採用 ２２ 愛媛 道路旅客運送業 ７２

排水処理施設の検査・浄化作業担当者を増やすための作業マニュ
アル作成と教育訓練実施

２１ 長野 食品製造業 ７５

検品作業のペア就労 ２１ 奈良 食品製造販売 ６６

退職者と顧問契約し高精度プレス技術継承の教育実施 ２１ 滋賀 金属製品製造業 １０９ 

「やって見せる」ペア就労 ２１ 茨城 食料品製造業 271

保有資格一覧掲示、マイスター制度・マイスターバッチ・手当 ２１ 熊本
車体製造自動車車体製
作及び修理、

６８

ペア就労（食事部屋出しの立ち振る舞い等のＯＪＴ ２１ 三重 旅館業 １０４

工場全体のマニュアル化、年間教育計画、職場単位の教育訓練 ２０ 栃木 飲食料品小売業 ２４９

「包丁マイスター制度」（評価基準作り）、報奨金つき提案制度 ２０ 山形 サービス業 １３５ 

ＩＳＯ連動の教育訓練制度 ２０ 広島 輸送用機械器具製造業 ４６

型抜き・和とじ製本等の「オンリーワン技術の伝承」に向けたペ
ア就労

２０ 岩手 印刷業 １８５

少人数班単位の多能工化に向けたベテランによる若年者指導 ２０ 秋田 アパレル製造業 １６１

重量物持ち運びの機械化、スポットクーラー・冷却ベスト、台車
キャスター車輪のゴムから樹脂への転換

２０ 神奈川 食品製造・販売業 １２３

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2012100203.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100502.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100901.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100302.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100502.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100303.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100803.htm
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（３）作業施設等の改善

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

他の階にある次工程への運搬歩行軽減のために大型エレベーター
設置で乗車中に若干の休憩

２５ 愛媛 紙製品加工業 ３８

電動キャタピラーの原木運搬機導入で作業負荷軽減 ２５ 長崎 食料品製造業 １９３

バリアフリーと余裕を持った動線の確保 24 愛媛 建設機械製造販売 １１４

長年の経験と技術を活かした一人屋台生産方式と自分で立てる生
産計画

２４ 京都 電気機械器具製造業 ６５

設備レイアウトと動線の見直し、作業用いすを作業者自身が使
いやすいように自作、床面配線の上部への移動によるバリアフリ
ー、休憩室フロア化とリクライニングシート設置

２４ 新潟 刃物製造業 ４３ 

工場内照明の照度改善 ２４ 北海道 食品製造業 ６８

運搬用機械導入による重量物運搬の改善 ２４ 千葉
ポリエチレン袋等の製
造

６８

重量物運搬対応の電動リフト ２３ 長野 製本業 １６８

工場床のフルフラット化、照明の照度アップ ２３ 新潟 一般機械器具製造業 １３４

２階の商品保管庫の一部を１階に移設、荷台専用リフトの設置 ２３ 佐賀
小売業・スーパーマー
ケット

２５９

作業手順書（製作伝票の文字大型化、照明増設、滑りにくい塗
料による床の再塗装、備品や工具類の色分け塗装、寺宝の大音量
化、立ち作業から座り作業への変更、コード類を床からなくして
バリアフリー化）

２３ 神奈川 金属製品製造業 ２２

急な判断が要求される作業の廃止と要注意作業の短時間化 ２３ 神奈川
サッシ製造金属製品製
造業

２２

工場内段差のフラット化 ２２ 茨城 材木・木製品製造業 ３４

工場内に技術指導室設置 ２２ 福井 繊維製造業 ３０

休憩室兼商談室設置、床をフローリング化してフラット化 ２２ 福岡 小売業 １６

転倒防止策としてゴムマット敷、照明を天井ぶら下げ式、各所に
冷暖房

２２ 福岡 食品製造業 １４５

食器棚の高さ統一、厨房のワイド化（ロッカー移転）、床のフラ
ット化

２２ 福岡 飲食業 ５３

温泉管理を中央監視室にして機械室への往復減少 ２２ 愛媛 娯楽サービス業 ６４

流し営業に変えて待機場所設置による負担軽減 ２２ 愛媛 道路旅客運送業 ７２

床面バリアフリー、作業負担軽減のためのトレー台車、握力が必
要なおにぎり成形・肉巻き工程の機械化、手作業・目視が必要な
炭火焼の機械化

２２ 宮崎 食料品製造業 ５０

和室休憩室設置 ２２ 石川 食料品製造業 ２４４

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jg_20121009.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2012100401.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100402.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100503.htm
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資
　
料先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

コンベア、フォークリフトによる重量物運搬、個数計測器や重量
計測器のデジタル式表示、照明器具増設

２１ 奈良 食品製造販売 ６６

コンテナ小型化による重量物運搬軽減、コンベア利用による金属
スクラップ運搬、加工油補充をパイプライン化し床面の油汚れに
よる滑り防止、色別シールによる識別

２１ 滋賀 金属製品製造業 109 

バリアフリー化、動線を一方向化 ２１ 青森 医療業 １９

作業机の上に照明増設、大型エアコン・暖房器設置 ２１ 山形 一般機械器具製造業 ４２

整理棚にキャスター、低い姿勢での作業の代わりに車体をリフト
で持ち上げ

２１ 熊本
自動車車体製作及び修
理

６８

自動精算機設置、フロントと客室を同じフロアにして階段登り降
りを軽減

２１ 愛媛 娯楽サービス業 ６４

各階に温蔵庫と冷蔵庫設置による厨房との行き来の軽減 ２１ 三重 旅館業 １０４

従業員の体格を考慮した高さや奥行きの作業設備 ２０ 山形 サービス業 １３５

作業者転倒の恐れのある、荷物とともに移動するクレーンから無
線操作式への転換、図面の字の大型化

２０ 広島 輸送用機械器具製造業 ４６ 

印刷機への紙積み作業の機械化による腰への負担軽減、色見台
の照明照度向上と移動式照明器具導入による印刷エラー発見容易
化、印刷物上げ下ろし作業用昇降テーブル設置、マニュアル文書
の文字サイズ大型化とゴシック化、事務部門高齢者のイスを背も
たれ部分の広く高さ調節しやすいものへ変更

２０ 岩手 印刷業 １８５

流れ作業の直列縦方向配置を一部横向きにして前後工程把握容易
化と隣接工程連携強化

２０ 秋田 アパレル製造業 １６１

手や指に負担のかかる組み線結束の機械化、補助ライト設置によ
る目の負担軽減と作業ミス減少

２０ 千葉 電気機械器具製造業 ４４

ローラーレール設置による重量物移動時の肉体的負担軽減、高
齢者の作業スピード低下に対処する「自動柿の葉巻き機」自社開
発、漬物石持ち運びの代わりにプレス機導入

２０ 大阪
食品製造・ドライブイ
ン・レストラン経営

３２８

重量物持ち運びの機械化、スポットクーラー・冷却ベスト、台車
キャスター車輪のゴムから樹脂への転換

２０ 神奈川 食品製造・販売業 １２３

「ぎょう鉄」（鉄を熱しバーナーでひずみを修正する作業で機械
化が困難かつ一人前になるのに時間が必要）を７２歳がフルタイ
ム勤務で

２０ 広島 輸送用機械器具製造業 ４６

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2009100303.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2008100504.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jg_20081002.htm
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（４）	新職場・職務の創出等

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

介護職員が担当していた送迎をパート職員に任せてホスピタリテ
ィ充実

２５ 愛知 福祉サービス業 １６３

後継指導専任の高齢者は週１日勤務 25 千葉 建設機械部品製造 ７７

取引先に車を取りに行く自走員や大型トレーラーの先導車運転
手として活用

２５ 大阪 一般貨物自動車運送業 ５９

運転手から夜間の運行管理業務者に配置転換して正社員の負担軽減 ２５ 福岡 一般貨物運送事業 １３７

ドライバー引退後は運行管理補助業務に移動して後輩に睨みのき
く存在に

２５ 福岡 一般貨物運送事業 １３７

「利用者（妊産婦）へのよろず相談窓口」を設置し７０歳代助産
婦を異動

２４ 千葉 医療業 ５０

工場内で内職してもらう「パートナー制度」を導入して機械化で
きない手作業を勤務シフトに拘束されず高齢者に委託

２３ 長野 製本業 １６８

作業ラインの職制たる「シニアアドバイザー制度」導入、歴史資
料館案内役に高齢者を起用

２３ 新潟 一般機械器具製造業 １３４

夜間店舗責任者である「ナイトマネージャー」とレジ周辺軽作業
と接客を行なう「お客様サービス係」を創設

２３ 佐賀
小売業・スーパーマー
ケット

２５９

荷主から預かるペットフードに関し要望のあった袋詰めも開始し
高齢者が担当

２３ 千葉 運送業 ５７

軽量の照明器具製造を開始し重量物たるサッシ製造から高齢者を
異動

２３ 神奈川 金属製品製造業 ２２

機械メーカーからの再雇用者をエンジニアリング部に配属 ２２ 福井 繊維製造業 ３０

パートの営業従業員を直行・直帰可能な在宅勤務の契約社員に処
遇変更

２２ 福岡 小売業 １６

商店街活性化支援のために鮮魚店を開設し、高齢者が担当 ２２ 福岡 飲食業 ５３

駐車場管理業務に高齢者起用 ２２ 愛媛 娯楽サービス業 ６４

スピードダウンした高齢者専用コンベアライン ２２ 石川 食料品製造業 ２４４

野菜くずを脱水する機械を導入し操作・分解清掃業務は高齢者担当 ２１ 長野 食品製造業 ７５

工場勤務が厳しくなった高齢者を新設の通信販売・宅配部門（自
分のペースで作業可能）に配置

２１ 奈良 食品製造販売 ６６

給食業務廃止時に担当者を新設の待合室患者フォローに配置 ２１ 青森 医療業 １９

プレーイングマネージャーとして「ライン管理者」を設置し現場
作業をしつつ生産状況に応じた人員配置を担当

２１ 茨城 食料品製造業 ２７１

駐車場や宿泊施設等の店舗を増やして高齢者雇用の場を拡大 ２１ 愛媛 娯楽サービス業 ９６

旅館隣接の土地で米や旬の食材を栽培し高齢者が担当 ２１ 三重 旅館業 １０４

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2012100101.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100403.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100504.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100202.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2010100502.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100503.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100202.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013101203.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100802.htm
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資
　
料

（５）	ワークシェアリング等

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

６５歳以降は本人の希望と会社の業務量を勘案して勤務時間設定 ２５ 千葉 建設機械部品製造 ７７

フルタイム・半日勤務・隔日勤務でワークシェア ２５ 愛媛 紙製品加工業 ３８

夜間運行管理業務を高齢者２人から３人体制に ２５ 福岡 一般貨物運送事業 １３７

コース管理をフェアウエイ管理（正社員担当）とバンカー管理
（パートタイマー）にワークシェア

２５ 兵庫 娯楽業 ６０

本人の要請に応じた労働時間短縮 ２４ 福岡 社会福祉事業 ７０

ライフスタイルと希望時間に応じた出勤体制 ２４ 北海道 食品製造業 ６８

リーダーが職員の希望を聞いて分業体制を工夫 ２４ 福岡 社会福祉事業 ７０

勤務日数や勤務時間選択可能な勤務制度 ２３ 広島 食料品製造業 １０７

「パートナー制度」による時間外労働軽減 ２３ 長野 製本業 １６８

多様な勤務形態導入 ２３ 佐賀
小売業・スーパーマ
ーケット

２５９

短時間勤務や隔日勤務 ２３ 神奈川 金属製品製造業 ２２

全職員の就労可能時間を把握して「時差出勤勤務表」を作成 ２３ 福井 食料品製造業 ３５

通院を考慮した短時間勤務、閑散期は短縮勤務 ２２ 福岡 食料品製造業 １４５

シフト管理は交替でローテーション ２２ 福岡 飲食業 ５３

就業時間帯を高齢従業員ごとに設定 ２２ 愛媛 娯楽サービス業 ６４

フルタイム勤務や短時間・短日数勤務の選択は本人次第 ２２ 宮崎 食料品製造業 ５０

短時間勤務制 ２２ 石川 食料品製造業 ２４４

個別に勤務時間設定 ２１ 青森 医療業 １９

人員不足した勤務地へ他所から臨時に派遣 ２１ 愛媛 娯楽サービス業 ９６

６０種類以上のシフトを設けた「ワークシェアリング制度」 ２１ 三重 旅館業 １０４

高齢者は３交替勤務から昼間勤務へ ２１ 奈良 食品製造販売 ６６

高齢従業員の希望に合わせた勤務シフトや多様な勤務時間帯（フ
ルタイムから２時間程度まで）の用意、子育て期のパート従業員
を補完して高年齢パートが朝や夕方に勤務

２０ 栃木 飲食品小売業 ２４９

グループ内での勤務シフト決定 ２０ 山形 サービス業 １３５

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2012100301.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2012100305.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100403.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100104.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2011100303.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2010100302.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2010100405.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2009100305.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2009100105.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2008100301.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2008100503.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100202.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100302.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100802.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100603.htm
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（６）	健康管理・安全衛生

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

会社併設の柔道場を休憩室に提供して昼寝も可 ２５ 愛媛 紙製品加工業 ３８

過去３年のデータで事故発生率の高い時間帯に構内放送で注意喚
起

２５ 長崎 食料品製造業 １９３

休憩室に畳 ２３ 長野 製本業 １６８

乗務終了後の洗車を次の担当ドライバーが実施 ２２ 愛媛 道路旅客運送業 ７２

休憩室に床暖房と畳 ２１ 長野 食品製造業 ７５

給食に玄米食 ２１ 奈良 食品製造販売 ６６

多目的ルームとゴルフ練習場設置 ２１ 山形 一般機械器具製造業 ４２

休憩室と長距離通勤者用の宿泊室（和室と洋室）設置 ２１ 熊本
自動車車体製作及び
修理

６８

夜間勤務者用仮眠室 ２１ 愛媛 サービス業 ９６

自分の存在意義を気にして悩む高齢者への声掛けとコミュニケー
ション

２１ 広島
和・洋菓子菓子製造
販売業

３６

休憩室は畳敷きで昼寝可能 ２０ 山形 サービス業 １３５

部署単位朝礼で顔合わせ ２０ 神奈川 食品製造・販売業 １２３

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2010100106.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2009100403.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2009100504.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2008100505.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100306.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2013100404.htm
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（７）	高齢者と障害者がともに働きやすい職場

先進事例 年度 都道府県 業種 従業員数

障害のある運転手が担当する荷物の積み降ろしは他の従業員が協
力

２５ 大阪
一般貨物自動車運送
業

５９

高齢者や障害者の作業容易化のためにハード面とソフト面を改善
（障害者の移動が容易になり技術力向上への意欲が向上）

２４ 静岡 電子部品製造業 ５８

ペレット識別能力の高い障害者が高齢者の指導役 ２４ 千葉
ポリエチレン袋等の
製造

６８

高齢者が障害者の職業指導と生活指導を担当 ２３ 広島 食料品製造業 １０７

健常者採用時に障害者と働くことが出来る人材か確認 ２２ 茨城 材木・木製品製造業 ３４

聴覚障害者に対応するため注意喚起の黄色の回転灯設置 ２２ 福岡 食料品製造業 １４５

「サンプル室」を障害者雇用の重点職場にし管理職研修で高齢
者・障害者雇用を社会的使命と啓蒙

２２ 石川 食料品製造業 ２４４

６４歳のライン管理者の製造ラインに障害者を配置し高齢者が実
際の作業をサポート

２１ 茨城 食料品製造業 ２７１

高齢者も障害者も一緒に働くことが当たり前の職場風土 ２１ 広島
和・洋菓子製造販売
業

３６

高齢者が指導援助役 ２０ 栃木 飲食料品小売業 ２４９

http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2012100602.htm
http://www.elder.jeed.or.jp/db/contest/jr_2010100204.htm
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